
アートギャラリーｘアフリカ理解プロジェクト   

第 1回パブリック・プログラム報告書 

 
南青山に 2024年 4月にオープンしたアフリカンアートギャラリー「space Un 」のパブリック・

プログラムの企画と実施を担当しました。 

第 1回 アフリカのお話と創作体験 

～アフリカの国旗のお話とビーズ・アクセサリーづくり～」 
 

目的：アフリカと現代アート、日本とア

フリカの関係性について、交流や対話を

生み出すアーティストトークやワーク

ショップなどの教育活動を目的とする。 

 

ねらい：本ワークショップでは、こども

たちとその保護者と対話しながら、 

・アフリカンアートについて学ぶ（知識

を得る） 

・アフリカ大陸それぞれの国に、歴史や

文化があることを国旗から知る 

・自分が選んだ国旗でアートなビーズ

作品をつくる 

・作品づくりのなかで対話を通じて、グ

ローバルな視野を持つ人材を育成する 

ことをねらいとする。 

企画・運営：アフリカ理解プロジェクト 

日時：2024年 6月 16日（日）13：

00～１６：００ 

セネガル人アーティストのアリウ・ディ

アック（1987〜）個展「Anastomosis

（アナストモーシス）」の会期中 

会場：space Un（スペース・アン）ギ

ャラリー 

参加費：￥1000 

対象者：こども（5歳以上）から大人ま

でどなたでも 

申し込み方法：事前予約、当日受付も可 

実施方法：ワークショップ人数 1回（１５名）ｘ２回   合計３0名 

ワークショップ時間：1回 45分  

※実施例 １回目 １２：５０受付  １３：００～１３：４５ 

     ２回目 １５：００受付  １５：１５～１６：００ 

 



当日のワークショップの様子 

当日審査の結果、大賞が選ばれました。エチオピア OV
です。詳細は上述の JICA報告書 pdfを参照ください。 

 

今年（2024年）4月にオープンした南青山にあるアートギャラリー「space Un」で、「アフリカのお話と創作体験」のワーク
ショップを企画担当しました。 

ワークショップは日曜日の午後 2回に分けて行いました。参加者はアフリカの国旗の話を熱心に聞き、国旗色のビーズ・アクセサリーや創作
ネックレスづくりをして楽しい時間を過ごしました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アフリカ 54 か国の中から気に入った配色の国旗を選び、ビーズブレスレット、ストラップ、創作ネックレスの 3 種をつくりし
ました。みなさんセンス良くすてきなアクセサリーが完成しました！ 

撮影にご協力くださったみなさま、ありがとうございます！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

space Unさんのご協力で、プロジェクトが支援しているア

フリカのアーティスやアーティザンの作品・商品を展示販売
することができました。書籍も好評でした。 

当日の写真をタンザニアのアーティストさんたちに送った
ところ、とても喜んでくれました。ご購入くださった皆さま

ありがとうございます！ 



 

今回、講座で販売した新刊です！ 

『アフリカでアーティスト＆アーティザンと私たちがモノづくりし
た話＋アフリカ 8つの楽しみ方』 

定価 1800＋税 ISBN978-4-9904657-5-9 

1章は、モノづくりの話です。 

 アフリカ各国は、いま観光産業に力を入

れており、政府も伝統的な工芸品や土産物

産業の育成に積極的です。人の手でつくる

手工芸品は、設備投資に資金がかからない

うえ、多くの雇用を生み出します。私たち

は今から 13 年前、アフリカの小さな生産

者グループとモノづくりをはじめました。

そのなかで「モノづくりは人づくり」でも

あることなど、多くの知見を得ました。 新

型コロナ感染症パンデミックでは、観光客

を失い収入が激減したアーティストやアー

ティザンとオンラインを活用し、世界中ど

この国や地域からでもできる生産者支援も

はじめました。第 1章では、アフリカでの

「モノづくり」や「ボーダレス時代の新た

な支援の方法」の経験と学びを共有しています。 

参加者の声（アンケートより） 

 

・国旗の由来や覚え方など、写真をみながら知ることができました！3種類のアクセサリーをつくることができ、
国を３つ覚えました。本日は楽しい企画をありがとうございました。（20代） 

・国旗について初めて考えた。5歳の子も自分で作れた！とても楽しい企画だった。（30代） 

・スタッフの方が多く、声をかけてくれた。3つも作れてゆっくり作れて楽しかった。次回も楽しみにしています
（30代） 

・国旗の豆知識などを一緒に織り交ぜながらの説明でよくわかった。国旗の色に合わせてビーズブレスレットを作
る中で、国々の関係性などを考えることができた。今回のワークショップ大変楽しませていただきました。最近ア
フリカの国々の文化に興味を持った身としては、素敵なイントロでした。ほかのワークショップも楽しみです。（20
代） 

・資料が分かりやすかったです！３つもアクセサリーを作れて満足でした！（20代） 

・スタッフの対応が丁寧でよく目配りをしてくれていました。自分の個性が活かせた。とても楽しかったです。ア
フリカに行って見たくなりました。（30代） 

 

みなさまご協力ありがとうございました。ご意見は今後の改善に生かします。 
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第 2 章は、アフリカの楽しみ方の話です。 日本

で取り上げられるアフリカの情報は限定的で、ア

フリカの自然や、文化、食生活など、普通の人の暮

らしを伝える情報はとても少ないのが現状です。

多様なアフリカを知って欲しい、見つけて欲しい、

そう願い話題を集めました。また、この章には私た

ちの講座で人気の高かった「体験」もたくさん掲載

しています。いろいろな体験を通して、アフリカを

身近に感じてもらえれば嬉しいです。 

最後にこの本は、アーティストと構想を練り、アー

ティストが描き下ろした原画をふんだんに使った

参加型の本です。そのため本の構想から、５年の時

が過ぎました。アフリカには“ゆっくりゆっくりバナナは熟れる”ということわ

ざがあります。本書が おいしく熟したバナナとなり、これからアフリカに旅

立つ人たちの糧となれば幸いです。   

 

 

 

 

 

            

      

モノづくり
        の事例

ティンガティンガ・アー
ティストと
ペン を使ったアフリカを代
 する ップアート「ティン
ガティンガ」。  なアー
ティストたちと取り んだコ
ロナ でのオンラインワーク
ショップや 材を使ったアッ
プサイクルなモノづくりの話

 コンデ・アーティザンと
アフリカ  を使った「 コン
デ  」。 コンデアーティス
トとティンガティンガアーティ
ストがコラボ！   材を使っ
たピアスや  き、バターナイ
フなど、伝統  を生かして、
新たな付加価 を生み出したモ
ノづくりの話

染め ・  アーティザンと
ダルエスサラーム  の ガンボ
ニ の 性グループが手染めする
「アフリカンバティック 」。 
づくりの 性アーティザンや、そ
の を使って  アーティザンと
一緒につくったモノづくりの話

      
      

      

小さなアーティザンと
コー ーは、  の地エチオピア
の人たちの  り 日々の生活に
 かせないものです。そのコー
 ー豆で ニークな土産物を 性
グループと  した話

アーティスト＆出  と
世界的に 少なエチオピアの
コー ーの の保 やアフリカ
のイ ージを ジティブに変え
る書籍を世界に  しようと、
出  や現地   と共 で 
作した本の話

テ スタイルや工芸
アーティザンと
テ スタイル工 や土 ・
かご みづくりをする 性
 人たちと、知 を出し合
いモノづくりをした話。
 ーワー は「つな 」

 １
 とフ ッション
               

 づかいの みさから
おし れなアフリカン
フ ッションは生まれ
る

        の事例

      ６つの楽しみ方

  
 物       
アフリカの人た
ちと 物の関わ
り方を知り、そ
の知 を学 
う

    

    

旅とショッピング       
        

アフリカが大好きな人も、ま
だ行ったことのない人も、今
す 行きたい人も、いつか行
きたい人も、大いなる 力の
大陸アフリカ

料理        
アフリカの食 は
にぎやか！  本
食材、 味料を知
りアフリカ料理を
作ってみよう

アートと 楽
          

「 楽には 会を動かす
力がある」とセネガルの
 手 ッスー・ン  ー
ルは った

学ぶ      
アフリカを知り・学ぶこ
とで がる新しい世界。
あなたのパラダイム（も
のの見方や価 観）変え
てみませんか 

    の              
    モノづくり  話 アフリカ６つの楽しみ方

体験しよう      
   

       

       

   

      


